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金華山と青葉山のトンボ相－その２－
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　要旨：児童生徒への環境教育の一環として、豊かな自然での体験学習はきわめて重要である。

本研究では、トンボを教材化するという視点から、金華山と青葉山の２地域で、トンボの種類数

や成虫の生息状況に関する継続調査を実施すると共に、比較の意味で山間部にある加美町ウトウ

沼の調査を追加実施した。

　キーワード：トンボ、金華山、青葉山、ウトウ沼、自然学習教材

1．はじめに

　宮城教育大学環境教育実践研究センター（以下、

EEC と略称）では、平成９年度から８つのプロジェ

クト研究をスタートさせた（平成 10 年３月発行の

EEC パンフレットを参照）。そのうちの一つが「金華

山での SNC 構想の推進」、もう一つが「仙台市内・

広瀬川流域および名取川流域での SNC 構想の実践」

である。ここでいう SNC 構想（スーパーネイチュア

リングセンター構想）とは、端的に言えば、多様性に

富んだ自然のもつ教育力を、とくに幼児、児童、生徒

を対象にした自然体験学習（子どもたちへの「環境教

育」のもっとも大切な柱と位置づけられる）に十二分

に活用する、そのためのモデル作りである。そこで重

要なのが、自然のもつ教育力をつねに発掘しつづける

努力であり、気象や地形、地質、水質、植物等あらゆ

る自然科学分野の基礎調査とともに、とくに野生動物

の生態に関する継続調査は欠かすことができない（伊

沢 ,1998）。

　その継続調査の対象の一つとしてトンボを選び、一

昨年（2001 年）は金華山で、昨年（2002 年）は金華

山と青葉山で、本年はそれらに加美町ウトウ沼を加え

て、種類数や成虫の生息状況に関する昨年より精度の

高い調査を行った。それらのうち、昨年までの調査結

果はすでにまとめて公表したので（伊沢ほか ,2003）、

ここでは本年度に実施した調査結果をとりまとめる。

ウトウ沼を追加したのは、金華山が島、青葉山が市街

地や里に隣接した丘陸地帯なので、それらと比較する

意味で山間部が必要と判断されたからである。

２．トンボを主要教材とした自然学習の実践

　トンボが野外での体験的自然学習（環境学習）、と

くに子どもを対象にした場合の教材として、他の昆虫

や小動物と比べどのような点ですぐれているかは、前

回のとりまとめの中で詳述したとおりである（伊沢ほ

か ,2003）。しかし、それはあくまでも理論上であり、

実践を通してはじめて、トンボのもつ教育力が真に評

価されることになるのは当然だろう。

　そこで筆者らは、金華山については、前年度までの

２年間の調査結果を十分に踏まえ、2003 年 10 月９日

に実施した「EEC・平成 15 年度フレンドシップ事業・

金華山自然観察学習」のプログラムの中にトンボの観

察を含めた。対象は地元牡鹿町の鮎川小学校１・２年

生計 19 名である。このフレンドシップ事業・金華山

自然観察学習についての詳細は、「宮城教育大学環境

教育実践研究センター・平成 15 年度フレンドシップ

事業報告書」の中でまとめられるので（伊沢 ,準備中）、

ここでは省略するが、１年生 13 名（男子２名、女子
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11 名）、２年生６名（男子３名、女子３名）の全員が、

ごくシンブルな捕虫網（「lOO 円ショップ」で購入し

たもの）を必死にふりまわし、足場が悪くトゲ植物が

繁茂する急斜面をものともせずに駆けずり回っていた

のが印象的だった。

　青葉山では、同様に前年度の調査結果を踏まえ、仙

台市立片平丁小学校５年生の「総合的な学習の時間」

の体験的環境学習に協力するという形で、７月 15 日

に、午前中という時間制限の中で実施した。参加した

生徒は 51 名（男子 21 名、女子 30 名）で、トンボの

いる池にゴムボートを浮かべ、羽化最中のオオルリボ

シヤンマやオニヤンマ、モノサシトンボの観察、勇壮

に湖上を旋回するギンヤンマの捕獲、オニヤンマやウ

チワヤンマのヤゴの採集など、子どもたちが生命の神

秘や驚異にじかに向き合う、充実した体験学習の場を

提供することができた。

　子どもたちからは「またこんな学習会をやりたい」、

「またここに来たい」という声が多数聞かれ、捕獲し

たトンボやヤゴを大切そうに学校へ持ち帰った。この

青葉山でのトンボを教材とした環境学習の結果や効果

については、子どもたちへのアンケート調査等を含め、

引率教官である相澤（2004）によって細かく分析され

ている。

３．金華山のトンボ相・2003 年

　金華山（図１）では、本年も昨年と同様の調査を実

施したが、調査方法で昨年といささか異なるのは、「最

初と最後の観察日」と「その直前と直後の調査日」を

より正確にするため、以下の３点につき工夫を凝らし

たことである。すなわち、①トンボはほとんどの場合

晴れた日中しか飛翔しないので、調査した日が雨天や

気温の低い曇天のときは、そのトンボがいる、いない

の判定には用いないことにした。②金華山の場合、イ

トトンボの仲間やヒガシカワトンボ、シオヤトンボ、

オオシオカラトンボ、ショウジョウトンボなどは湿

地ないし水溜りにしか見られず、その場所は島の中で

も極めて限られているため（図１のＢ ,Ｃ ,Ｄ地点）、

晴れた日の日中の調査では、それら３地点を努めて訪

れることにした。③可能な限り晴れの日を選んで島に

渡り調査を行った。

　このような調査で、今年確認されたトンボ（成虫に

限る）は 21 種である。その各々について、発生時期

や生息状況の変化等をまとめたのが図２である。図２

のすべての表記は昨年度のまとめ（伊沢ほか ,2003）

に準じている。図中の○印、◎印も同様で、種ごとに

白丸と白丸で結んだ横線の期間が、そのトンボが島で

見られた時期を示し、二重丸で示した期間はごく普通

に、ないし沢山見られた時期を示す。

　今年の調査結果を昨年のそれと比較すると、昨年の

リストにあって今年観察されなかった種は５種類、ハ

グロトンボ、ミヤマカワトンボ、モートンイトトン

ボ、シオカラトンボ、ナツアカネである。これら５種

のうちモートンイトトンボは、昨年採集したのが羽化

直後の１個体のみであり、その標本を今回再点検した

ところアジアイトトンボと判明したので、同定の誤り

であった。シオカラトンボとナツアカネはいずれもト

ンボ科に属し、飛翔力が優れている。しかも昨年、前

者は３個体、後者は１個体しか観察・採集されていな

い。したがって、両種は島では発生しておらず、たま

たま飛来してきた個体を幸運にも観察し採集できたも

のと思われる。

　一方、残りの２種ハグロトンボとミヤマカワトンボ

は飛翔力はあまりなく、昨年の観察が他地域からの飛

翔個体だったとは考えにくいし、一昨年の調査と併せ

考えると、島の東側のほぼ中央部を流れる大平沢の下

図１　トンボ調査地のひとつ金華山と、主な調査地点 (Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ )
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流域が主だった生息域であり、おそらくそこで繁殖し

ているが数そのものが少ないため（昨年は前者が１個

体、後者が２個体のみ）、今年観察されなかったか、

今年は羽化しなかったか、そのいずれかだろうと推察

される。

　逆に、今年の調査で初めて確認されたのは３種、タ

イリクアキアカネ、マユタテアカネ、マイコアカネで、

いずれもトンボ科アカトンボ（アカネ）属の仲間であ

る。これら３種について、採集された個体はタイリク

アキアカネが２個体、他の２種が１個体ずつときわめ

て数が少なかった。したがって、いずれも他地域から

たまたま飛来したと判断される。

　ところで、タイリクアキアカネは主にユーラシア大

陸に生息する種で、本州での確認はすべて日本海側で

ある（杉村ら ,1999）。それが太平洋上の島、金華山

で確認されたのは、台風の強風によって飛ばされてき

たのではないかと考えられる。タイリクアキアカネが

採集されたのは９月23日と翌24日であり、強風を伴っ

た台風 14、15 号が９月 10 日から 20 日にかけて立て

続けに日本列島を通過しているからである。

４．青葉山のトンボ相・2003 年

　金華山とともに、青葉山（図３）でも、昨年と同様

の調査を実施したが、昨年集中して調査した４地点（図

３のＡ～Ｄ）のうち、Ａ地点についてはアプローチの

長さや、深い森の中のためトンボがほとんど見られな

いことで、本年は調査を行わなかった。また、Ｃ地点

は、とくにホソミオツネントンボ、モートンイトトン

ボ、オゼイトトンボなどのイトトンボの仲間の大量発

生が観察されたＣ3 地点が道路工事の影響で春から夏

にかけて干上がってしまったことや、自動車が突っ込

んで生息環境を破壊したこと、また、Ｃ1 やＣ2 地点は

図２　金華山のトンボとその生息状況

図３　トンボ調査地のひとつ青葉山と、主な調査地点 (Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ )
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Ｄ地点と同じ種類のトンボしか見つからず、それも頻

度がずっと少ないことで、昨年並みの高頻度の調査は

していない。

　ただ、青葉山の場合は金華山と違って、Ｂ地点や

Ｄ地点は大学から車で lO 分もかからない所に位置し、

連日でも調査が可能であり、また晴れた時間帯を選ん

で調査に行くこともできるし、夜に羽化の観察にも行

けるので、今年は密度の濃い調査を実施できた。

　青葉山の調査で今年確認できたトンボ（成虫に限る）

は 44 種である。その各々の種について、発生時期や

生息状況の変化などをまとめたのが図４である。図４

のすべての表記も昨年度のまとめ（伊沢ほか ,2003）、

および図２に準じている。

　今年の調査結果を昨年のそれと比較すると、昨年の

リストにあって今年観察されなかった種は２種、セス

ジイトトンボとアオハダトンボである。両種のうちセ

スジイトトンボは、採取し同定したのが羽化直後の１

個体のみであり、その標本を再点検したところオオイ

図４　青葉山のトンボとその生息状況
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トトンボの誤りであることが判明した。アオハダトン

ボについては、昨年Ｂ地点で大量の羽化が観察された

のに、今年は１個体も観察されなかった。その理由は

不明であるが、そこの水田で何らかの農薬が使用され

たのかもしれない。

　一方、今年の調査で初めて確認されたのは４種、ミ

ヤマカワトンボ、ムカシヤンマ、ミヤマサナエ、ホン

サナエである。それら４種について、ミヤマカワトン

ボはＤ地点で２個体、Ｂ地点で１個体、ムカシヤンマ

はＤ地点で１個体、集中調査地ではない青葉山ゴルフ

場の脇で１個体、ミヤマサナエとホンサナエはＤ地点

で１個体ずつしか観察されなかったので、いずれも他

地域からたまたま飛来したところを発見、採集された

と考えていいだろう。

５．ウトウ沼と二ツ石橋のトンボ相

　ところで、高橋（1988）は宮城県におけるトンボの

生息状況について、山地帯、中央低地、沿岸部、島に

区別して記載している。それは、４区分間の自然環境

の違いによってトンボ相が異なるからである。上記し

た金華山と青葉山は高橋（1988）の区別によれば、そ

れぞれ島と中央低地にあたる。

　筆者らは金華山や青葉山のトンボ相と比較する上

で、今年はぜひ山地帯にも調査地点を設けたかった。

幸い加美町の西部山域（旧宮崎町と小野田町の山域）

に格好の沼（ウトウ沼、図５および図６）があること

がわかり、その地域一帯で野生ニホンザルの生息状況

調査を継続中なので（宮城のサル調査会 ,2003）、サ

ルの調査に便乗する形でウトウ沼（図５のＵ、図６）

でもトンボの集中調査をすることにした。ただ、本学

（宮城教育大学）からのアプローチがあまりに遠いこ

とで、目安として月２回実施する予定を立てた。実際

に調査を実施したのはほとんどが隔週の土曜日か日曜

日で、それらすべての日で運良く晴れの天気だった。

　このウトウ沼の調査の際に、長沼林道の少し下った

所にある大きな橋、二ツ石橋（図５のＦ）の直下でも

同様の調査を実施した。一方で、周辺の林道にも車を

走らせてトンボ調査を行ったが、そのうち、鳴子町に

下る林道、田代鳴子線の、旧宮崎町側の入口から１km

ほど先までの地域（図５のＮ）では、沢山の種類のト

ンボがいたが、そのうち県内で筆者らが未確認だった

種についてのみ採集を行った。

　調査の結果は、ウトウ沼で確認されたトンボ（成虫

に限る）が 25 種、二ツ石橋の直下で確認されたトン

ボ（成虫に限る）が８種である。それらのトンボの生

息状況を図７と図８にまとめた。図のトンボの順番（図

の最左欄）や記号等はすべて図２、図４に準じている。

ウトウ沼の 25 種のうち、カラカネトンボ、エゾトンボ、

ハッチョウトンボの３種は、金華山と青葉山では未確

図５　新しい調査地ウトウ沼、二ツ石橋とその周辺域 (Ｕ,Ｆ,Ｎ ) 図６　ウトウ沼の風景（2003．10．5 撮影）
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認である。杉村ら（1999）によれば、エゾトンボは北

海道と本州の東北地方および山岳地域ではかなり普遍

的に生息しているとされているが、カラカネトンボは

本州では産地が比較的標高の高い山岳地域あるいは寒

冷地に限られ、とくに東北地方南部から南（西）の地

域では局地化傾向が著しいという。また、ハッチョウ

トンボは離島には産せず、産地は局所的で、特殊な環

境の地域に限定される傾向が強いという。とくにハッ

チョウトンボは最近全国的に環境指標種として扱われ

るケースが増えており（杉村ら ,1999）、その意味で

ウトウ沼は貴重な生息環境といえるだろう。

　Ｎ地点で採集された、金華山、青葉山、ウト

ウ沼では未確認の種は、ダビドサナエ Davidius 

nanus（Selys,1869）（N03-2-1（1♂ )）、クロサナエ 

Davidius fujiama Fraser,1936(N03-3-1（1♂)）である。

図７　ウトウ沼のトンボとその生息状況

図８　二ツ石橋のトンボとその生息状況

図９　トンボの標本とラベルの一例
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表１　金華山のトンボ標本リスト

表２　青葉山のトンボ標本リスト
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６．トンボの標本について

　2002 年と 2003 年に金華山、青葉山、ウトウ沼と

その周辺地域で採集したトンボ（成虫に限る）は計

1,068 匹であり、それらはすべて標本にした。なお、

トンボの採集は捕虫網および手掴みで行い、種の同

定は、まぎらわしいものについては実体顕微鏡ニコン

SMZ1OOO-1 を使用し、「原色日本トンボ幼虫・成虫大

図鑑」（杉村ら ,1999）に基づいて行った。

　標本の作製は以下の手順で行った。まず、採集後フ

ンを出しきるまでは、データが書き込まれている三角

紙に入れて常温で保管し、その後、同じ三角紙に入れ

て冷凍保存した。ある程度個体数が集まったところで

解凍し、細い竹ひごを胸部前端の下部から尾部先端

まで通し、再び同じ三角紙に戻して乾燥器（定温乾燥

器 DO-450A）に入れ乾燥させた。乾燥後は１個体ずつ

チャック付ビニール袋に入れ、種名、標本ナンバー、

採集場所、採集日、採集者、同定者を記したラベルを

付した（図９を参照）。標本ナンバーは各年、各調査

地で、種ごとに採集日の早いものから順にふった。種

の順番は、杉村ら（1999）の図鑑に従って４つの表（表

１～表４）のそれぞれの左欄にふったナンバーに準

じている。地名は金華山をＫ、青葉山をＡ、ウトウ沼

をＵ、二ツ石橋をＦとした。一例を示すと K02-9-1 ～

2（1♂ 1♀）のようになる。これは、「Ｋ」が金華山、「02」

が 2002 年、「９」が表１にある種名にふったナンバー

でクロスジギンヤンマを示し、「１～２」が採集日に

順じてふったナンバー、「（1 ♂ 1 ♀）」が標本にした

性別の個体数である。

　これらすべての標本は、防虫剤と共に密閉容器に収

納し、EEC 環境教育実践分野の資料として保管され

ている。

７．宮城県のトンボ相

　宮城県のトンボ相については高橋（1988）の詳細な

報告があり、88 種が生息するという。筆者らが 2001

年に金華山で予備調査を開始して以来、今日までに

確認し、採集し、標本にしたトンボの種類は、金華

山、青葉山、ウトウ沼とその周辺地域を併せて計 55

種類になる。これらのほか、松山町次橋地区では昨

年チョウトンボ Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883

（M02-1-1（1 ♂））を確認しているし（伊沢ほか ,2003）、

今年は蒲生干潟でアオモンイトトンボが大量に羽化し

ているのを６月 11 日と６月 18 日に観察した。アオモ

ンイトトンボ Ischnura senegalensis（Rambur,1842）

の標本ナンバーは G03-1-1 ～ 7（6 ♂ 1 ♀）である。

また利府町の赤沼ではセスジイトトンボ Cercion 

hieroglyphicum（Brauer.1865）（R03-3-1（1 ♀ )）を

確認した。したがって、合計では 58 種になる。高橋

（1988）のリストにあって、まだ筆者らが確認してい

ない種は 30 種で、そのうちオナガサナエやコオニヤ

表３　ウトウ沼のトンボ標本リスト

表４　二ツ石橋のトンボ標本リスト
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ンマ、コシボソヤンマ、コヤマトンボなどは流れのあ

る川の中流域などが主な生息域とされているので（杉

村ら ,1999）、どこか適当な地点を発見し、調査を実

施する必要があるだろう。
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